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コロナ禍の子ども食堂調査 
  

このたび、愛知県の子ども食堂を対象に、コロナ禍の子ども食堂に関する調査を行

うことになりました。この調査の目的は、コロナ禍以前と以後、愛知県の子ども食堂

にどのような変化が起きているのかを明らかにし、今後の活動を支援するための環境

整備に資することにあります。調査票がお手元に届きましたら、恐れ入りますが、お

おむね10日を目安にご返送くださるようお願いします。なお、下記のQRコードにて

ご回答いただくこともできます。ご協力のほど、どうぞよろしくお願い申し上げま

す。 

 

 

【お問い合わせ先】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者のお名前 ：                            

 

アンケートに答える日の日付 ： 2020（令和２） 年      月      日 

 

以下は、調査票記入もれの確認と調査結果の送付などに利用させていただきますので、

さしつかえなければご記入ください。 

電話番号（自宅、携帯） ： （      ）      －            

 メールアドレス    ：             ＠              

 

  

https://warera-kodomo.jimdofree.com/ 
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Ｑ１→子ども食堂の名称と主な活動場所を教えてください。 

（例：中京子ども食堂、○○交流館・公民館） 

 

名称： 

主な活動場所： 

 

Q2→運営の主体（活動の中心となる存在）に該当するもの１つに〇をつけてください。 

1.個人 

2.任意団体 

3.NPO法人 

4.一般社団法人 

5.社会福祉法人 

6.宗教法人 

7.企業 

8.自治体の直営（委託） 

9.社会福祉協議会の直営（委託） 

10.その他（                       ） 
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Q3→コロナ禍前から11月の子ども食堂の活動状況について、あてはまるものすべて

に☑してください。 

 

 コ
ロ
ナ
禍
前 

２
月 

３
月 

４
月 

５
月
、
６
月 

７
月 

８
月 

９
月 

１
０
月 

１
１
月
現
在 

1. 活動休止（延期） □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 

2. 子ども食堂（コロナ禍前の状態） □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 

3. 子ども食堂（人数制限、屋外開催） □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 

4. フードパントリー（食料等の配布） □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 

5. お弁当（配布、販売） □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 

6. 宅食 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 

7. 学習支援 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 

8. 子育て支援 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 

9. 屋内レクリエーション、イベント

（手品など） 
□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 

10.屋外レクリエーション、イベント

（遠足など） 
□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 

11.相談コーナー □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 
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Q4→現在、子ども食堂を再開されていますか。フードパントリーやお弁当の販売等

のみ活動されている方は、「いいえ」に☑してください。 

  □はい → Q5とQ6に       □いいえ → Q7に 

 

Q4で「はい」とお答えの方 

Q5→コロナ禍以前と以後、子ども食堂への参加者、おおよその人数を教えてくださ

い。（※スタッフ・ボランティアはのぞく） 

 

 

 

 

 

 

 

Q6→子ども食堂を再開するきっかけのうち、影響が大きかった順に３つをお選びくださ

い。 

1.人数制限をした 

2.場所が確保できた 

3.周りからの活動再開への要望があった 

4.市区町村などから活動の許可がおりた 

5.スタッフの間で活動再開の考えが一致した 

6.助成金や寄付などが集まった 

7.食材の寄付がもらえた 

8.感染対策を徹底した 

9.緊急事態宣言の解除など情勢がおちついた 

10.その他（                      ） 

1１.その他（                      ） 

1２.その他（                      ） 

1 位 ２位 ３位 

 

  

コロナ禍以前 

こども （     ）人 

コロナ禍以後 

こども （     ）人 

コロナ禍以前 

おとな （     ）人 

コロナ禍以後 

おとな （     ）人 
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Q4で「いいえ」とお答えの方 

Q7 

a→再開のめどや時期はお決まりですか。時期を教えてください。まだ決まっていな

い方は「未定」と書いてください。 

 

b→再開のめどがたった経緯を教えてください。また、現在も再開が難しい方は再開

できていない事情を教えてください。 

  



12 
 

Q8→コロナ禍によりどのような経緯で活動を変えましたか。 

影響が大きかった順に３つをお選びください。 

1.場所の確保が困難となった 

2.活動資金が困難になった 

3.食材不足になった 

4.サポーター、ボランティアなどのスタッフが不足した 

5.利用者が少なくなった 

6.地域の理解を得にくくなった 

7.感染リスクを考慮した 

8.スタッフのモチベーションの維持が困難となった 

9.国や自治体の判断に従った 

10.感染者数の急増など情勢を考慮した 

11.その他（                             ） 

1２.その他（                             ） 

1３.その他（                             ） 

 

1 位 ２位 ３位 
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Q9→子ども食堂の運営に連携している他機関・団体・個人と、連

携の内容について、あてはまるものすべてに☑してください。ま

た、その団体・個人の数を教えてください。 

 

 

連
携
し
て
い
な
い 

連

携

の

内

容 

団
体
数 食

材
・
食
材

費
の
提
供 

運
営
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
参

加 会
場
の
提
供 

参
加
者
募
集

へ
の
協
力 

支
援
者
・
寄

付
募
集
へ
の

協
力

相
談 

自治体（行政） □ ＿＿＿団体 

社会福祉協議会 □ ＿＿＿団体 

児童館 □ ＿＿＿団体 

学童クラブ □ ＿＿＿団体 

公民館 □ ＿＿＿団体 

保育所・幼稚園 □ ＿＿＿団体 

小中学校・高校 □ ＿＿＿団体 

PTA 等の学校関係団体 □ ＿＿＿団体 

大学（大学が組織したボ

ランティアを含む） □ ＿＿＿団体 

宗教法人（お寺・教会等） □ ＿＿＿団体 

高齢者福祉施設 □ ＿＿＿団体 

障害者福祉施設 □ ＿＿＿団体 

農林・水産・畜産関係者

（農協、漁協等団体） 
□ ＿＿＿団体 

農林・水産・畜産関係者

（農家等個人） 
□ ＿＿＿団体 

フードバンク □ ＿＿＿団体 

食品メーカー □ ＿＿＿団体 

飲食店 ＿＿＿団体 
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商店・スーパー ＿＿＿団体 

民生委員 ＿＿＿団体 

NPO団体（教育、子ども

支援） 
＿＿＿団体 

ボランティアセンター・

市民活動センター 
＿＿＿団体 

地域住民（自治会・町内

会・商店街等団体） 
＿＿＿団体 

地域住民（個人） ＿＿＿人 

 

その他の連携している機関・団体・個人と、連携の内容があれば記入してください。 
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Q10→後日、あらためてコロナ禍の子ども食堂活動に関してお話を伺うことは可能で

すか。 

 

□はい→Q11に         □いいえ→Q１2に 

 

Q11→ご都合の良いものをお選びください。（後日、ご連絡させていただきます） 

1.ZOOMなどオンライン 

2.対面でインタビュー 

3.電話 

 

Q12→コロナ禍の子ども食堂活動について、ご自由にお書きください。 

ご協力ありがとうございました。 
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子ども食堂への寄附※に関する調査 
 

【ご記入に関してのお願い】  

1. 回答は、封筒の宛名に記された団体の関係者様がご記入くださるよう

お願いいたします。  
2. 質問の回答は、回答者様のご意見に最も近いものをお選びください。  
3. ご記入後のアンケート用紙は、返信用封筒に入れていただき、届いた

日からおおむね 10 日を目安にご返送下さるようお願いします。  
4. 本調査について疑問点などございましたら、遠慮なく下記までお問い

合わせください。  

【お問い合わせ先】 

回答者のお名前 ：                                   

アンケートに回答する日付：2020（令和 2）年   月   日 

以下は調査票記入もれの確認と調査結果の送付などに利用させていただきま

すので、差し支えなければご記入ください。 

電話番号（自宅、携帯）：                    

メールアドレス    ：  

 

※本調査において「寄附」とは、金銭や金銭以外の物品（食品など）を子ども食

堂やそれに通ずる施設または団体に無償で提供する行為のことです。 

https://warera-kodomo.jimdofree.com/  
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Ｑ１寄附を行っているのは誰ですか。あてはまるものすべてに✓をつけてください。 

 

 個人 

 企業 

 団体（ボランティア団体、NPO 法人、一般社団法人、生活協同組合、寺院・神社・教

会など） 

 その他（                   ） 

 

Ｑ２ 今、寄附している子ども食堂をどのように知りましたか。あてはまるものすべてに✓

をつけてください。 

 

 テレビ 

 ラジオ 

 新聞 

 SNS（フェイスブック、ブログ、ツイッター、インスタグラムなど） 

 インターネット上での記事 

 ウェブ広告 

 書籍 

 友人・知人からの話や紹介 

 市役所や学校などに掲載されたポスター 

 配布されたチラシ・リーフレット 

 イベントや講演会 

 その他、具体的に（                          ） 

 

Ｑ３ 主に寄附している子ども食堂（学習支援・子どもの居場所団体などを含む）はどこで

すか。以下にご記入ください。 

 

１． 

２． 

３． 

４． 

５． 
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Ｑ４ Ｑ３で回答した子ども食堂に寄附をしようと思ったきっかけは何ですか。 

あてはまるものすべてに✓をつけてください。 

 家族や知人や団体を通じて紹介されたから 

 家族や知人や団体から頼まれたから 

 街頭での呼びかけがあったから 

 ダイレクトメールをもらったから 

 インターネットで知ったから 

 税の優遇措置があったから 

 イベントに参加したから 

 自宅や勤務先の近くに寄附先の団体の活動拠点や事務所があったから 

 テレビや新聞や書籍などで寄附先の団体や活動の紹介がされていたから 

 職場で紹介してもらったから 

 その団体でボランティアをしていたから 

 関心があったから 

 財政的に余裕があったから 

 その他、具体的に（               ） 

 

Ｑ５ 寄附を続ける理由は何ですか。あてはまるものすべてに✓をつけてください。 

 過去にその子ども食堂に参加したことがあったから 

 寄附先からお願いされたから 

 寄附先の活動に共感が持てたから 

 知人から紹介された場所だったから 

 寄附物を届けやすい場所だったから 

 寄附物を受け取った人たちの反応が得られる場所だったから 

 SNS で頻繁に活動報告が見られるから 

 寄附したいものを受け入れてくれるから 

 特になし 

 その他、具体的に（                          ） 
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Ｑ６ 子ども食堂に寄附したものは何ですか。あてはまるものすべてに✓をつけてくださ

い。 

 食料品 

 食器類 

 衛生用品 

 寄附金 

 医療品 

 電化製品 

 衣類品 

 その他、具体的に（                          ） 

 

Ｑ７ 子ども食堂に寄附を行った方法は何ですか。あてはまるものすべてに✓をつけてく

ださい。 

 現物寄付（食材・本など） 

 直接手渡し 

 街頭募金 

 設置されている募金箱（街頭募金を除く） 

 銀行・コンビニ等での振込み 

 銀行口座からの引落とし 

 給与からの天引き 

 クレジットカード等の利用（ポイント・電子マネーの利用含む） 

 寄附付き商品の購入 

 その他、具体的に（                                 ） 
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Ｑ８ 寄附を行うことで、やりがいを感じるのは何ですか。 

それぞれの項目について、最も近いものに○をつけてください。 

 とてもそう 

感じる 

ややそう 

感じる 

あまりそう 

感じない 

まったく 

そう感じない 

周囲の反響がある     

寄附をすることに使命感をもっている     

寄附をすることで幸福感を覚える     

貧困対策に貢献している     

地域の方々から応援してもらえる     

地域社会の共助（助け合い）に貢献している     

子ども食堂の運営維持に貢献している     

栄養価のある食事の提供で利用者の健康増進     

子ども食堂・その利用者に喜んでもらえる     

寄附行動の増進に貢献している     

周囲とのつながりを感じる     

 

Ｑ９ 寄附を行うことによって得られる利益について、あてはまるものすべてに✓をつけ

てください。 

 人員コストの削減 

 廃棄コストの削減 

 企業のイメージアップ 

 寄附金控除 

 CSR（企業の社会的責任）を果たす 

 SDGs（持続可能な開発目標）に貢献する 

 CSV（社会価値と経済価値の両方を創造する次世代の経営モデル）につながる 

 特になし 

 その他、具体的に（                           ） 
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Ｑ10 寄附を行う中で妨げになるものはありますか。あてはまるものすべてに✓をつけて

ください。 

 寄附物の選定にかかる時間 

 寄附物の選定にかかる人員 

 寄附物の運送にかかる時間 

 寄附物の運送にかかる人員 

 寄附先との人的トラブルの発生 

 やりがいを感じることがない 

 寄附しても、役に立っているか分からない 

 寄附の手続きが負担 

 経済的負担 

 特になし 

 その他、具体的に（                           ） 

 

Ｑ11 子ども食堂に寄附を行うまでに苦労したことは何ですか。あてはまるものすべてに

✓をつけてください。 

 寄附先が見つからなかった 

 寄附の手続きが分からなかった 

 寄附物を受け入れてもらえなかった 

 運送手段がなかった 

 相談窓口が見つからなかった 

 何から始めてよいか分からなかった 

 周囲からの賛同が得られなかった 

 その他、具体的に（                           ） 

 

Ｑ12 新型コロナウイルス感染が拡大する以前の一年間（2019 年 1 月 1 日～2020 年 1 月 31

日）に寄附を行った回数をご記入ください。 

 

（           回） 
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Ｑ13 新型コロナウイルス感染が拡大した 2020 年 2 月以後、寄附を行いましたか。 

あてはまるもの 1 つに✓をつけてください。 

 はい 

 いいえ 

 

Ｑ13 で「はい」を選択した方 

Ｑ14 新型コロナウイルス感染が拡大した 2020 年 2 月以後、寄附した回数をご記入くだ

さい。 

Ｑ15 寄附物の量は、コロナウイルス感染が増える以前に比べて変化はありましたか。あ

てはまるもの 1 つに〇をつけてください。  

 増えた 
 減った 
 変わらない 

 

 

Ｑ16 新型コロナウイルス感染が拡大した 2020 年 2 月以後、寄付を行わなかった（打ち切

らざるを得なかった）個人・団体は、その理由にあてはまるものすべてに✓をつけて

ください。  

 自団体の経営状況が悪化し、寄附する余裕が金銭的になくなった 

 自団体の経営状況が悪化し、人員を削減したため、人手が足りなくなった 

 寄附先の活動状況が不明だった 

 寄附先が活動を休止していた 

 寄附物の受け入れ先がなくなった 

 寄附物が底を尽きた 

 寄附物を欲している団体に公平に提供することが困難になった 

 感染症対策のため、外出を控えていた 

 その他 具体的に（                   ） 

 

（           回） 
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Ｑ17 子ども食堂以外で、寄附・ボランティア活動した団体はどれですか。 

あてはまるものすべてに✓をつけてください。 

 自治会・町内会・女性会（婦人会）・老人クラブ・子ども会など 

 まちづくり・まちおこし 

 政治（政治団体や政党でのボランティア活動・選挙ボランティア） 

 宗教活動（寺院・神社・教会でのボランティア活動） 

 緊急災害支援 

 国際協力・交流（難民支援団体・留学支援団体など） 

 芸術文化・スポーツ 

 教育・研究 

 雇用促進・雇用支援（職業支援団体・ホームレス支援など） 

 保険・医療・福祉 

 子ども・青少年育成 

 自然・環境保全 

 権利擁護・権利支援（人権擁護団体・平和促進運動団体・被害者支援団体など） 

 業界団体・商業団体・労働組合 

 その他 具体的に（                          ） 

 子ども食堂以外では行っていない 

Ｑ18 後日、あらためてコロナ禍の子ども食堂への寄附活動に関してお話を伺うことは可

能ですか。 

□はい→Q１９         □いいえ→Q２０ 

Ｑ19 ご都合の良いものに✓をつけてください。（後日、ご連絡させていただきます） 

 ZOOM などのオンライン 

 対面インタビュー 

 電話取材 
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Ｑ20 子ども食堂への寄付活動について、今の心境を率直にお書きください。 

 

この度はお忙しい中、ご協力いただきましてありがとうございました。 

今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

 


